
第 8回能代宇宙イベント結果報告レポート 

チーム名：Glucose Hawks 

大学名(研究室名)：東京大学中須賀研究室 

 

1 メンバー 

大森 太加（Omori Tiger）  P.M. 

古本 拓朗（Furumoto Takuro）  Circuit 

遊馬 貴之（Asoma Takayuki）  Mechanic 

庄司 吉希（Shouji Yoshiki）  Mechanic 

時武 佑太（Tokitake Yuta）  Software 

氏田 裕二（Ujita Yuji）   Software 

井口 智広（Iguchi Tomohiro）  Body craft 

上原 大樹（Uehara Daiju）  Body craft 

 

2 機体概要 

◦ Fixed wing aircraft type selected 

 Fast speed 

 More stable (in strong wind) 

 Looking cool 

◦ Re-think the way of folding wing 

 More stiff 

 More accurate 

 

→1 dgree of freedom type folding 

 

◦ Body is also folded in 3 stages 

◦ Body and wing will be deployed by same one spring  
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3 サクセスレベル 

 

 

 

能代大会の時点で達成されたサクセスクライテリアは、 

ミニマムの 1番と、フルの 3番目のみ。 

決して良い結果とは言えない。（項目６に状況記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 4フローチャート 

 

 



 

 

5 アピールポイント 

・定石となる形が定まってしまったローバータイプでなく、まだまだ改善の余地を残す固

定翼機タイプでの挑戦とした。 

・全く新しい翼の収納方法を工夫し、より強固でかつ確実な展開を可能にした。 

・固定翼機でありながら、重量に対して翼面積を小さめに設定し、滑空比 1（45°の角度で

の滑空）を設計値とした。レギュレーション対策と強風対策にも役だった。 

 

6  結果 

 一回目の投下では展開機構の不良による放出失敗。 

展開機構に使用していた紐が基板上の素子に絡まり、気球から放出されなかった。 

 二回目の投下では放出にはせいこうしたものの、フラットスピンに陥った。 

GPSモジュールは衛星を捕捉できず、有効な制御の履歴は残らなかった。 

 

以上の結果を踏まえて ARLISS大会に向け、展開時の動作部品を金属で作りなおす、展開

用の部品を見直し、より確実な展開を行う、GPSデータのない状態でも、気圧高度計のみ

で滑空の制御を行う、等の改良を加えることができた。 

 

7  おわりに 

 定石のない固定翼機を制作するに当たって、まだまだ未熟な点の多い機体であったが、

その後に続く ARLISS大会へのマイルストーンとして非常に励みになった。 

能代大会の運営、サポートして下さったすべての方々に感謝したい。 

 

 


